
材　

料M
aterial 基 礎 実用化準備 応用化

研究開発段階

21
Theme
テーマ

背　　景 　2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、二次電池や電解反応など、電気化学的なエネルギー貯
蔵・変換デバイスの重要性が高まっています。その中で、電解液は、イオン輸送を担うだけでなく、反応場となる電極/
電解液界面の形成という役割を有し、上記デバイスの性能や安全性を決める重要な液体材料となっています。

概要・特徴 ● さまざまな機能性電解液材料（非水
系・水系）を開発しました。

● 各種電気化学デバイスに応用することで、既存材料で
は不可能な性能・特性を実現しました。

技術内容 ●液体中における（1）イオンと溶媒分
子の配位状態、（2）化学ポテンシャル、（3）表面被膜形成
反応を統合的に制御する独自の電解液設計を確立しまし
た。●高い耐電圧性、電極反応の高速化、金属の酸化腐
食の抑制、難燃性など、多様な機能を持った非水系電解
液材料を開発しました。●リチウムイオン電池電解液に
必要な不働態被膜形成溶媒とリン系難燃剤の分子構造を
融合し、不働態被膜形成能と難燃性を兼ね備えた新有機
溶媒を設計・合成しました。●水の電気分解を高度に抑
制することができる、3V以上の耐電圧性を有する水系
電解液を開発しました。

社会への影響・期待される効果
● リチウムイオン電池の高電圧化・難燃化・超長寿命化（全固体電池の長所を液系で実現）→EVの航続距離延長、火
災事故防止、廃バッテリーの低減 

● 超高エネルギー密度のポストリチウムイオン電池（リチウム金属電池、フッ化物イオン電池など）→長距離ドローン
などEV以外の用途開拓 
●製造時にドライルームを必要としない水系リチウムイオン電池→低CO₂排出・低コストの電池生産プロセスの実現 
● 水をプロトン源とした強還元電解デバイス（CO₂→有用化学物質、N₂→アンモニアなどの変換）→副反応となる水
の還元を抑制し、既存電解液では不可能な高効率・反応選択性の実現
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